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町おこしディレクターとは、嵐山町版地域おこし協力隊です。観光協会と地域支援課が協力しながら行っている事業です。

問合せ　地域支援課　政策創生担当　☎６２−２１５２
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おお 知知 らら せせ

〜
待
ち
に
待
っ
た
紅
葉
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
〜

風
光
明
媚
な
嵐
山
渓
谷
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
本
一
の 

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

　

嵐
山
渓
谷
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
は
、

都
心
か
ら
車
で
約
１
時
間
と
ア
ク
セ

ス
が
良
く
、
綺
麗
な
施
設
が
自
慢
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
で
す
。

　

予
約
を
す
れ
ば
、
手
ぶ
ら
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
「
Ｂ

Ｂ
Ｑ
＆
キ
ャ
ン
プ
場
人
気
ス
ポ
ッ
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
関
東
エ

リ
ア
で
は
７
年
連
続
で
１
位
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
何
と
全
国
１
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
！

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
か
ら
川
沿
い
に

上
流
へ
向
か
い
「
飛
石
」
で
川
を
渡

る
こ
と
が
で
き
、
本
多
静
六
博
士
が

「
武
蔵
嵐
山
」
と
命
名
し
た
当
時
の

面
影
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

秋
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
紅
葉
狩
り

を
ご
家
族
や
ご
友
人
の
方
と
堪
能
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
な
お
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
期
間
は
１２
月
１０

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
嵐
山
渓
谷「
紅
葉
ま
つ
り
」を

　

開
催
し
ま
す

　

〜
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
！
〜

日　
程　

１１
月
１８
日（
土
）〜

　　
　
　

１２
月
１０
日（
日
）

※
期
間
中
、
嵐
山
渓
谷
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
場
駐
車
場
料
金
を
割
引
し
ま

す
。
路
上
駐
車
は
近
隣
の
方
の
ご

迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

•
ご
当
地
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
嵐
山
辛

モ
ツ
焼
そ
ば
」
他
、
芋
煮
、
焼

き
い
も
な
ど
の
“
地
元
う
ま
い

も
の
”
の
販
売

•
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ

る
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク（
要
予
約
）

　

両
日
２
回　

①
９
時
〜
１１
時

②
１３
時
〜
１５
時

　

※
各
回
定
員
５０
名

　

ご
希
望
の
方
は
嵐
山
町
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

コ
ー
ス

　

嵐
山
渓
谷
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
〜

与
謝
野
晶
子
歌
碑
往
復

問
合
せ
・
申
込
み　

嵐
山
町
観
光

協
会　

☎
８１

−

４
５
１
１

●
イ
ベ
ン
ト
開
催

【
ウ
ォ
ー
ク
＆
グ
ル
メ
】

日　
時　
１２
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

　
　
　

１０
時
〜
１５
時

　
　
　
　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

※
武
蔵
嵐
山
駅
西
口
よ
り
臨
時
バ

ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
。

場　
所　
嵐
山
渓
谷
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

　

子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日　

時　

１２
月
３
日（
日
）

　

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

場　

所　

嵐
山
町
役
場　
町
民
ホ
ー
ル

対　

象　

町
内
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
の
保
護
者
及
び
教
育
関
係
者

講　

師　

カ
ラ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ

ー　

目
黒
潤
先
生

主　

催　

嵐
山
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

後　

援　

嵐
山
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
６２

−

０
８
２
３

家
庭
教
育
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

教育総務課

　

町
で
は
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
図

る
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
勤
務
す
る
方
で
福
祉
に
係
る
資
格

を
取
得
し
た
り
、
復
職
し
た
方
に
対

し
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

助
成
額　

５
万
円
又
は
３
万
円

※
そ
れ
ぞ
れ
助
成
要
件
が
あ
り
ま

す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
方

①
嵐
山
町
に
住
所
が
あ
る
方

②
町
税
等
を
滞
納
さ
れ
て
い
な
い
方

③
対
象
と
な
る
所
在
地
の
事
業
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
方

対
象
と
な
る
資
格　

社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
作
業
療
法
士
、
視
能
訓
練

士
、
手
話
通
訳
士
、
介
護
支
援
専

門
員
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

対
象
と
な
る
事
業
所
所
在
地

　

嵐
山
町
、
東
松
山
市
、
滑
川
町
、

小
川
町
、
川
島
町
、
吉
見
町
、
鳩

山
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村

申　

請　

勤
務
を
開
始
し
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

健
康
い
き
い
き
課　

社
会

福
祉
担
当　

☎
６２

−

０
７
１
６

地
域
福
祉
人
材
育
成
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す

健康いきいき課

嵐
山
渓
谷
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の 

ご
案
内

所
在
地
：
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大

字
鎌
形
２
８
５
７

営
業
期
間
及
び
定
休
日
：
３
月
中
旬

〜
１２
月
上
旬
は
無
休
で
す
。
１２
月

中
旬
〜
３
月
中
旬
は
休
業
と
な
り

ま
す
。

営
業
時
間
：
８
時
３０
分
〜
１７
時

駐
車
場
：「
環
境
保
全
協
力
費（
施
設

の
維
持
管
理
費
及
び
ご
み
処
理
費

含
む
）」が
必
要
で
す
。（
普
通
車
：

１
、０
０
０
円
、
オ
ー
ト
バ
イ
：

４
０
０
円
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
：

３
、
０
０
０
円
、
大
型
バ
ス
：

４
、５
０
０
円
）
※
バ
ス
で
ご
来

場
の
場
合
は
、
要
予
約

※
食
堂
は
あ
り
ま
せ
ん

問
合
せ　

管
理
棟　
☎
６２−

４
１
５
２

　
　
　
　

売　

店　
☎
６２−

８
８
４
４

昨年の紅葉まつりの様子

　

人
形
劇
や
歌
な
ど
内
容
は
盛
り
だ

く
さ
ん
！
サ
ン
タ
さ
ん
や
嵐
丸
く
ん

も
遊
び
に
来
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

ご
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

１２
月
２
日（
土
）　

１０
時
３０

分
〜
１２
時（
１０
時
１５
分
受
付
開
始
）

場　

所　

嵐
丸
ひ
ろ
ば

対　

象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

問
合
せ　

嵐
丸
ひ
ろ
ば

　

☎
８１

−

７
９
４
１

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
６２

−

０
７
２
２

嵐
丸
ひ
ろ
ば
　
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す

嵐丸ひろば

　嵐山町の皆さま、町おこしディレクターの神岡です。今回はよそ者目線の
嵐山町の「味」という内容です。
　嵐山町に本格的に通い始めて半年。嵐山町民の知り合いが増えてくるたび
に、嵐山町の情報が増えて、どんどん町が面白く感じています。
　幼少期から青春時代に、嵐山町を訪れたり通過をしましたが、ここまでの
魅力を感じていませんでした。当時の神岡を引き付ける自然環境や名前の通
る観光地や歴史・史跡などを感じていませんでした。
　今はどうでしょうか。
　出会った人から聞く、町の情景や季節感、町を自慢してくれる方、歴史に
ついて語ってくれる方、農作業を教えてくれる方、本当に楽しくなります。
町を車や歩きで行動するたびに、人と出会い、魅力を発見していく。
　これは、等身大の観光地だと、納得をしました。その魅力は、観光として
の趣向に捉われないので、背伸びが必要ない。
　あとは、それでどうやって稼ぐ（儲けるまでいくと最高）かです。
　前置きが長くなりました。
　結論としては、嵐山町は、「たくさん噛まないと味がわからない町」だと思いました。噛んで噛んで噛んで
噛みまくる（もしくは玄人好みの町ですかね）。
　しかし、噛む回数を減らす方法もあるんですね。
　それは「添加」です。僕の体験で「添加」されたものは、「町民」でした。町民と触れ合うことで、１００回噛
まなければならないところ、５回で、いやっ！場合によっては１回でも済むかもしれません。
　それを実体験している神岡は、現在、活動拠点（二拠点居住地）を求めております。それは、嵐山町の方と
触れ合う為の場所で、町外の人を、ひっそりと呼べる場所です。ただの場所ではなく、可能であれば、古民家
や少し古めの日本家屋、庭があって、景色や情景があると最高です。
　管理が大変で困っている家、お盆や正月しか使わない家などの情報がありましたら、教えてほしいです。賃
料などの条件もあるので、すぐに決まると思いませんが、何か情報がありましたら、よろしくお願いします。


